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気象災害等により種子用水稲「コシヒカリ」が完全倒伏した場合の収穫判断

種子用水稲「コシヒカリ」が台風等により完全倒伏した場合、出穂後 40 日以降であれば、

速やかな収穫で種子、準種子になる可能性が高い。それ以前の場合、出穂後 35日では、倒伏

５日後に収穫することで種子、準種子をある程度見込めるが、出穂後 30日以前では、発芽率、

品質の低下により種子合格は見込めず、減収程度も大きい。

       農業研究センター農産園芸研究所作物研究室矢部試験地（担当者：島 雄生）

  

水稲の種子生産において、台風等の気象災害による倒伏は品質や発芽率を低下させ、特に

長稈の「コシヒカリ」においては倒伏しやすいため、種子の安定供給上、大きな障害となる。

生産現場から「コシヒカリ」が倒伏した場合の収穫時期に関する質問が多く寄せられるが、

当品種の倒伏時期と種子品質との関連については明らかにされていない。そこで、出穂後の

異なる時期に完全倒伏させた「コシヒカリ」を用いて倒伏後の収量と種子品質の変動を調査

し、倒伏時における収穫適期を解明する。

水稲の登熟期において、台風等の気象災害により完全倒伏した場合、良質種子確保の可否

と適する対処方法は倒伏時期に応じて以下のように異なる。

１．出穂後 40日以降に倒伏した場合、その時点ですでに発芽率、収量が無倒伏で成熟した状

態に近く、速やかに収穫することで種子または準種子になる可能性が高い（図１、図２）。

２．出穂後 35 日に倒伏した場合、倒伏２日後では青未熟籾による外観品質低下により不合格

になる可能性が高い。倒伏５日後に収穫すると青未熟籾は減少し、種子または準種子が見

込めるが、年次によって発芽率が 90％に満たず不合格となることもある（図１）。

３．出穂後 30 日以前に倒伏した場合、発芽率、種子もみ品質（青未熟籾）の低下により種子

合格は見込めず、減収程度も大きい（図１、図２）。

１．本試験は作物研究室矢部試験地（標高 460ｍ、黒ボク土）において、４月下旬播種、５月

下旬移植の中苗早植栽培で行った。

２．倒伏処理は各処理時期（出穂後 25、30、35、40、45、50 日）にコンパネを用い人為的に倒

伏程度５（０無～５甚）の完全倒伏とした。なお、台風時の降雨を想定し、処理直後に湛水

状態（４～５cm）を１日保ち、その後排水した。調査のサンプリングは各処理時期の２、５、

10 日後（出穂後 25 日は 15 日後を追加、出穂後 27～52 日調査）に無処理区と併せて行った。

３．倒伏後の速やかな収穫のために中干しの徹底や生育中期に溝切りを実施し地耐力を確保す

ることが望ましい。
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図１ 倒伏処理時期の収穫が発芽率、もみ品質及び種子もみ合否に及ぼす影響

注１）2010～2011年は出穂後27～42日を調査、2012年は出穂後37～52日を調査。
注２）月／日、出穂後日数、移植日、出穂期、成熟期は2010～2012年の平均値。
注３）発芽率は2.2mm篩目上の種子を50℃で５日間の休眠打破処理後、湿潤状態で恒温器内に25℃で静置し、14日目に調査（100粒×４反復）した。
注４）もみ品質は農産物検査において、○（整粒歩合90％以上）、△（整粒歩合90％未満～70％）、×（整粒歩合70％未満）を表す。
注５）種子もみ合否は、農産物検査において、○は種子扱い（発芽率90％以上、整粒歩合90％以上）、△は準種子扱い（発芽率90％以上、整粒歩合
　　　90％未満～70％）、×は不合格（発芽率90％未満、整粒歩合70％未満のいずれか又は相方）を表す。
　　　もみ品質の格下げ（整粒歩合90％未満）主要因は青未熟籾。検査は上益城地域農協第３営農センターに依頼。
注６）枠内の網掛け部分は、種子、準種子扱い可能を示す。
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図２　各倒伏処理時期が種子収量に及ぼす影響（2011年、2012年）

注１）種子収量は2.2mm篩目上の籾重量。2011年は出穂後27日～42日を調査、2012年は出穂後37～52日を調査。
注２）収量比は、各年の調査期間における無倒伏の最高値（2011年：出穂後42日、2012年：出穂後47日）に対する比率を表す。

９４ ８７ ９９ ８４ ９９ ７９ ９９ ７８ ９９ ９３ 100 ９８ ９３ ９８ ９６ ９６ ９９ ９８ ９７ ９９ ９８

× × × × × × × × ○ × △ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○

× × × × × × × × ○ × △ ○ ○ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○

８８ ８６ ９２ ４５ ９０ ３７ ８３ ７２

× × × × × × × △

× × × × × × × ×

100 ７２ ９５ ５８ ８６ ８５

× × × × × ×

× × × × × ×

９８ ９１ ９９ ９２ ８９ ９９ ８９

× × △ ○ ○ △ △

× × △ ○ × △ ×

９９ ９５ ９９ ９７ ９７

（枠内標記項目内容） ○ ○ △ △ △

○ ○ △ △ △

９６ ９７

△ ○

種子もみ合否 △ ○

種子もみ・・・○種子、△準種子、×不合格 ９９

＊発芽率90％未満には数値に下線を記す。 ○

○

○

○

×

△

△

　年　次 2010

＋４５倒伏もみ品質

９９８９９２発芽率（％）

2012

○

＋５０倒伏

＋２５倒伏

＋３０倒伏

９／１６
（４７）

９／１９
（５０）

無倒伏

＋４０倒伏

＋３５倒伏

2011

９／２１
（５２）

月／日
（出穂後日数）

８／２７
（２７）

８／３０
（３０）

９／１１
（４２）

９／１４
（４５）

９／６
（３７）

９／９
（４０）

９／１
（３２）

９／４
（３５）

移植日：５月25日
出穂日：７月31日
成熟期：９月14日


